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先
日
、
長
野
県
と
山
形
県
へ
の
出
張
が

続
き
、
い
ず
れ
も
帰
り
に
寄
っ
た
施
設
で

一
つ
の
火
山
災
害
の
悲
劇
と
復
興
の
歴

史
を
目
に
し
た
。
上
辺
だ
け
の
個
別
知
識

は
あ
っ
た
が
、
点
と
点
が
結
ば
れ
た
。 

 
 
 
 
 

私
は
建
築
物
の
自
然
災
害
対
策
を
生

業
と
し
て
い
る
が
「
火
山
噴
火
に
対
し
、

人
類
は
成
す
術
な
し
」
と
の
先
入
観
が
あ

り
、
興
味
は
あ
っ
た
が
触
れ
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
先
人
が
残
し
た
教
訓
と
現
代
科

学
を
学
べ
ば
〝
減
災
〟
に
は
繋
が
る
は

ず
、
そ
こ
で
個
人
的
な
趣
味
と
歴
史
観
を

交
え
〝
火
山
〟
と
い
う
敵
を
知
る
べ
く

噴
火
災
害
や
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
た
。 

６
月
、
長
野
の
帰
り
、
群
馬
県
・
八
ッ

場
ダ
ム
湖
畔
に
あ
る
「
や
ん
ば
天
明
泥
流

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
表
示
さ
れ
た
建
物
が

目
に
つ
き
入
っ
て
み
た
。 

こ
こ
は
八
ッ
場
ダ
ム
建
設
に
伴
う
周
辺

の
発
掘
調
査
か
ら
天
明
３
年
（
1783
年
）
の

浅
間
山
大
噴
火
で
発
生
し
た
土
石
流
に

よ
り
埋
没
し
た
周
辺
村
落
の
歩
み
を
展

示
し
て
い
た
。 

 

 

数
日
後
、
山
形
出
張
の
帰
り
、
米
沢

市
・
上
杉
神
社
近
く
の
資
料
館
に
入
っ
た
。 

上
杉
家
と
言
え
ば
謙
信
公
、
景
勝
公
や

直
江
兼
続
な
ど
戦
国
武
将
の
人
物
像
が

頭
を
過
ぎ
っ
た
が
、
展
示
は
瀕
死
の
財
政

状
態
だ
っ
た
米
沢
藩
を
立
て
直
し
た
江

戸
時
代
屈
指
の
名
君
と
し
て
知
ら
れ
る

〝
上
杉
鷹
山
公
〟
が
主
だ
っ
た
。 

祖
母
が
「
な
せ
ば
成
る
、
な
さ
ね
ば
成

ら
ぬ
何
事
も
、
成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な

り
け
り
」
・
・
耳
に
強
く
残
っ
て
い
る
か

ら
何
度
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

そ
れ
が
上
杉
鷹
山
の
言
葉
と
知
っ
た
の

は
成
人
し
て
か
ら
だ
っ
た
。 

そ
の
上
杉
鷹
山
だ
が
、
一
度
は
改
革
に
失

敗
、
藩
主
の
座
を
退
い
て
い
る
。
計
画
の

甘
さ
に
加
え
、
腹
心
の
不
祥
事
も
あ
っ
た

が
、
天
明
の
大
飢
饉
（
浅
間
山
大
噴
火
は

要
因
の
一
つ
）
の
影
響
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
個
人
的
に
は
「
参
勤
交
代
よ
り
藩
政

優
先
、
米
沢
に
留
ま
る
た
め
」
と
い
う
説

が
有
力
と
捉
え
て
い
る
が
・
・
・
。 

さ
ら
に
昨
年
は
大
河
ド
ラ
マ
で
〝
渋

沢
栄
一
〟
を
採
り
あ
げ
て
い
た
。 

渋
沢
の
生
ま
れ
は
現
・
埼
玉
県
深
谷
市
血

洗
島
、
私
の
地
元
で
あ
る
。
当
地
は
江
戸

時
代
、
水
運
の
大
動
脈
で
あ
る
利
根
川
で

最
大
級
と
も
言
わ
れ
た
中
瀬
の
港
に
近

い
（
現
在
は
痕
跡
な
し
）
。
中
瀬
が
港
と

し
て
栄
え
た
の
は
、
浅
間
山
の
天
明
泥
流

が
こ
こ
ま
で
到
達
、
川
底
を
上
げ
「
上
流

へ
荷
を
運
ぶ
の
に
は
小
型
船
に
乗
り
換

え
る
必
要
が
あ
っ
た
」
と
聞
い
て
い
た
。 

中
瀬
に
は
人
も
物
資
も
集
ま
り
、
商
家
が

立
ち
並
び
、
外
国
人
も
来
て
い
た
ら
し
い
。

渋
沢
栄
一
も
こ
れ
を
目
の
当
た
り
に
し

て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。 

さ
て
浅
間
山
の
天
明
大
噴
火
だ
が
、
同

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
被

害
の
全
貌
は
8
月
5
日
9
時
30
分
に
大

噴
火
。
山
頂
よ
り
4

km
程
下
っ
た
現
・
浅

間
園
付
近
で
土
石
（
岩
屑
）
雪
崩
が
発
生
、

溶
岩
と
土
砂
の
混
じ
っ
た
も
の
が
高
速

で
流
れ
下
り
、
火
口
よ
り
北
北
東
約
12

km

に
あ
る
〝
鎌
原
観
音
堂
（
小
学
校
で
学
ん

だ
）
〟
に
は
噴
火
後
5
分
で
到
達
、
477
名

の
死
者
を
出
し
、
泥
流
は
現
・
万
座
鹿
沢

口
駅
付
近
で
吾
妻
川
に
流
れ
込
み
、
23

km 
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離
れ
た
長
野
原
町
・
八
ッ
場
ダ
ム
付
近
に

は
噴
火
か
ら
15
分
で
到
達
、
死
者
200
名
を

出
し
た
と
あ
る
。 

  

驚
く
の
は
泥
流
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
高
速
道

路
を
走
る
車
並
み
だ
。
吾
妻
川
は
渋
川
市

（
山
頂
よ
り
70

km
）
で
利
根
川
に
合
流
、

渋
沢
栄
一
の
地
元
、
深
谷
市
中
瀬
（
同
・

110

km
）
に
は
5
時
間
弱
で
到
達
し
て
い
る
。 

利
根
川
は
茨
城
県
五
霞
町
付
近
で
江
戸

川
に
分
か
れ
行
徳
（
同
・
220

km
）
で
東
京

湾
に
流
れ
込
む
が
、
こ
こ
に
は
24
時
間
後

「
多
く
の
遺
体
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
」
と

あ
り
、
利
根
川
河
口
・
銚
子
（
同
・
285

km
）

に
は
32
時
間
程
度
で
泥
流
が
到
達
「
溺
死

し
た
人
馬
で
海
が
灰
色
に
濁
っ
た
」
と
も

あ
る
。
こ
の
泥
流
に
よ
る
死
者
は
1523
人
、

被
害
家
屋
2065
戸
と
さ
れ
て
い
る
。 

5

月
に
始
ま
っ
た
噴
火
は
水
蒸
気
爆

発
が
発
端
と
思
わ
れ
る
天
明
泥
流
を
起

こ
し
、
溶
岩
流
を
噴
出
〝
鬼
押
し
出
し
〟

を
形
成
し
て
沈
静
化
し
た
と
い
う
。 

 

浅
間
山
天
明
大
噴
火
に
よ
る
降
灰
は

関
東
平
野
を
中
心
に
500

km

近
く
離
れ
た

岩
手
県
宮
古
市
で
も
観
測
、
鳴
動
は
和
歌

山
県
田
辺
市
で
も
聞
こ
え
た
と
さ
れ
る
。 

こ
こ
で
天
明
の
大
飢
饉
だ
が
、
浅
間
山

よ
り
数
年
前
、
海
外
の
火
山
で
巨
大
噴
火

が
あ
り
、
欧
州
各
地
も
飢
饉
に
見
舞
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
日
本
に
お
い
て
も
桜
島

や
岩
木
山
が
噴
火
、
浅
間
山
大
噴
火
は
追

い
討
ち
の
よ
う
だ
っ
た
ら
し
い
。 

こ
れ
ら
の
火
山
噴
出
物
は
成
層
圏
に
達

し
、
陽
光
を
遮
り
、
日
射
量
不
足
に
よ
る

冷
害
か
ら
農
作
物
に
壊
滅
的
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
よ
う
だ
。 

こ
の
よ
う
に
火
山
の
巨
大
噴
火
に
よ
る

影
響
は
地
球
規
模
と
な
り
得
る
。 

そ
も
そ
も
地
球
上
に
は
概
ね
1500

も
の

活
火
山
（
国
に
よ
っ
て
活
火
山
の
定
義
が

違
う
）
が
あ
る
と
い
う
。
日
本
列
島
は
地

球
上
の
陸
地
面
積
の
0.25

％
に
過
ぎ
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
111

も
の
活
火
山
が
存

在
し
て
い
る
そ
う
だ
。
つ
ま
り
、
地
球
上

の
活
火
山
の
7
％
以
上
が
、
こ
ん
な
狭
い

国
土
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

以
下
、
現
代
に
み
る
〝
火
山
〟
と
い
う

敵
と
災
害
に
つ
い
て
話
し
て
み
た
い
。 

 

● 

近
年
、
日
本
国
内
の
火
山
災
害 

2011
年
の
東
日
本
大
震
災
が
日
本
列
島
を

揺
ら
し
た
た
め
、
幾
つ
も
の
活
火
山
が
不

安
定
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

特
に
九
州
の
阿
蘇
山
、
霧
島
連
山
新
燃
岳
、

桜
島
（
7
月
24
日
に
も
小
規
模
噴
火
）
。

ト
カ
ラ
列
島
方
面
で
は
薩
摩
硫
黄
島
、
口

永
良
部
島
、
諏
訪
之
瀬
島
な
ど
。 

小
笠
原
諸
島
で
は
西
ノ
島
が
拡
大
、
福
徳

岡
ノ
場
（
海
底
火
山
）
か
ら
噴
出
し
た
軽

石
が
沖
縄
な
ど
の
海
岸
に
漂
着
、
船
舶
の

航
行
に
支
障
が
出
る
な
ど
二
次
被
害
を

招
い
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。 

西
ノ
島
と
福
徳
岡
の
場
の
間
に
は
世
界

で
も
類
を
見
な
い
火
山
性
隆
起
を
起
こ

し
て
い
る
硫
黄
島
が
あ
り
、
近
年
、
周
辺

の
海
底
火
山
も
噴
火
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

1983
年
、
伊
豆
諸
島 

三
宅
島
で
は
火
口

よ
り
谷
筋
を
溶
岩
流
が
襲
い
、
住
宅
を
焼

き
尽
く
し
、
海
岸
ま
で
流
れ
出
た
溶
岩
流

が
水
蒸
気
爆
発
ま
で
起
こ
し
た
。 

ま
た
、
2000
年
の
噴
火
で
は
4
年
5
ケ
月
も

全
島
避
難
を
強
い
ら
れ
、
帰
島
後
も
火
山

ガ
ス
と
の
戦
い
が
報
道
さ
れ
て
い
た
。 

1986
年
、
伊
豆
大
島
・
三
原
山
も
山
腹
か

ら
流
れ
出
た
溶
岩
が
住
宅
地
に
迫
り
、
住

鎌原観音堂  

朱色の太鼓橋下に埋没階段 

 

鎌原観音堂の太鼓橋下 

階段は５ｍ埋没という 

鬼押し出し と 浅間山 

溶岩が冷え固まった溶岩原 
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民
は
１
ヶ
月
ほ
ど
島
外
避
難
し
て
い
る
。

こ
の
時
起
こ
っ
た
「
溶
岩
噴
泉
」
は
高
さ

1500

m
に
も
達
し
た
と
い
う
（
世
界
最
大
）
。 

1991
年
、
雲
仙
普
賢
岳
で
は
「
溶
岩
ド
ー

ム
」
や
「
火
砕
流
（
火
山
弾
、
灰
、
ガ
ス
、

熱
風
が
山
の
斜
面
を
高
速
で
下
る
現

象
）
」
と
い
う
用
語
を
知
っ
た
。
火
口
か

ら
噴
出
し
た
溶
岩
は
粘
性
が
高
い
た
め

流
出
せ
ず
溶
岩
ド
ー
ム
を
形
成
、
絶
え
間

な
く
供
給
さ
れ
る
溶
岩
に
よ
り
ド
ー
ム

は
成
長
、
や
が
て
自
重
に
よ
り
崩
壊
し
た
。

こ
の
時
の
火
砕
流
は
高
速
で
山
を
下
り
、

土
石
流
も
発
生
、
40
名
以
上
の
死
者
、
行

方
不
明
者
と
多
く
の
負
傷
者
、
家
屋
被
害

を
出
し
た
。
死
者
の
中
に
火
山
学
者
が
複

数
名
い
た
の
は
、
専
門
家
す
ら
火
砕
流
の

威
力
を
読
み
間
違
え
た
と
言
え
よ
う
。 

2014
年
、
御
嶽
山
（
長
野
県
）
の
噴
火
で

は
、
噴
石
な
ど
で
登
山
者
58
名
が
死
亡
、

5
名
の
行
方
不
明
者
を
出
し
て
い
る
。 

海
外
の
火
山
噴
火
が
日
本
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
の
は
1991
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ピ

ナ
ツ
ボ
火
山
で
、
噴
出
物
が
成
層
圏
ま
で

達
し
て
日
光
を
遮
断
、
2
年
後
、
冷
夏
・

大
凶
作
と
な
り
、
海
外
か
ら
米
を
輸
入
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
外
国
産
米
の

味
に
馴
染
め
ず
嫌
な
記
憶
が
あ
る
。 

 

● 

火
山
噴
火
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

地
球
内
部
の
主
な
構
造
は
、
中
心
部
に

「
核
」
、
そ
の
外
側
が
「
マ
ン
ト
ル
」
、

表
面
を
覆
う
「
地
殻
」
で
構
成
さ
れ
、
中

心
部
に
近
い
ほ
ど
高
温
、
高
圧
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

地
表
よ
り
数
十
km
～
数
百
km
は
高
温
、
高

圧
で
岩
石
が
溶
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
溶
け
た
岩
石
が
浮
上
し
、
地
殻

内
に
マ
グ
マ
だ
ま
り
（
高
温
で
溶
け
た
岩

石
の
塊
）
を
作
る
。 

こ
れ
が
何
ら
か
の
作
用
で
岩
盤
を
突
き

破
り
、
マ
グ
マ
噴
火
が
起
こ
る
。 

一
方
、
日
本
列
島
の
地
下
で
出
来
る
マ

グ
マ
だ
ま
り
は
こ
れ
と
異
な
る
ら
し
い
。

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
「
陸
の
プ
レ

ー
ト
の
下
に
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込

み
、
引
き
ず
ら
れ
た
陸
の
プ
レ
ー
ト
が
反

発
、
地
震
が
発
生
す
る
」
と
説
明
さ
れ
る

が
、
沈
み
込
む
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
厚
さ
は

100

km
と
も
言
わ
れ
、
重
さ
も
手
伝
い
、
沈

降
す
る
時
、
大
量
の
水
分
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の
水
分
が
列
島
の
地
下
深
く
、
数
万
気

圧
、
千
数
百
度
と
い
う
過
酷
な
環
境
の
中

で
岩
石
を
溶
か
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
高

温
部
分
が
熱
気
球
の
如
く
上
昇
、
マ
グ
マ

だ
ま
り
を
作
る
そ
う
だ
。
も
と
も
と
マ
グ

マ
に
水
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
地
表

に
出
る
と
急
激
に
膨
張
、
日
本
列
島
の
火

山
特
有
の
〝
爆
発
的
噴
火
〟
を
起
こ
す
。 

海
洋
プ
レ
ー
ト
が
列
島
の
下
に
沈
み

込
ん
で
い
る
以
上
、
マ
グ
マ
は
絶
え
ず
供

給
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
火
山
噴
火

や
地
震
は
避
け
ら
れ
ず
、
か
つ
、
双
方
は

密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
ト
カ
ラ
列
島
や

小
笠
原
諸
島
で
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い

る
火
山
を
地
図
上
で
見
れ
ば
、
プ
レ
ー
ト

同
士
の
境
界
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
が
そ

れ
を
物
語
る
。 

 

● 

カ
ル
デ
ラ
噴
火
と
は 

火
山
噴
火
は
山
頂
と
は
限
ら
な
い
。
突

如
、
平
地
が
地
割
れ
し
、
溶
岩
が
噴
き
出

す
こ
と
も
あ
る
。 

地
下
の
マ
グ
マ
だ
ま
り
は
柔
ら
か
く
、

岩
盤
が
地
表
面
を
支
え
き
れ
ず
陥
没
・
沈

下
し
、
周
囲
か
ら
大
量
の
マ
グ
マ
が
噴
出
、

急
峻
な
崖
（
外
輪
山
）
で
囲
ま
れ
た
窪
地

（
カ
ル
デ
ラ
）
を
作
る
。
日
本
列
島
に
は

こ
の
よ
う
な
痕
跡
が
無
数
に
存
在
す
る
。

屈
斜
路
湖
、
摩
周
湖
、
支
笏
湖
、
洞
爺
湖
、

十
和
田
湖
、
鹿
児
島
湾
な
ど
湖
や
海
に
な

っ
て
い
る
所
が
あ
れ
ば
、
北
ア
ル
プ
ス
に

は
カ
ル
デ
ラ
そ
の
も
の
が
地
殻
変
動
に

よ
り
隆
起
し
3000

m

級
の
山
を
形
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

ま
た
、
熊
本
県
阿
蘇
の
よ
う
に
カ
ル
デ
ラ

の
中
に
町
を
形
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
（
世
界
で
も
珍
し
い
よ
う
だ
）
。 

こ
こ
で
巨
大
カ
ル
デ
ラ
で
あ
る
阿
蘇
は
、

関
東
か
ら
紀
伊
半
島
、
四
国
を
経
て
九
州

の
大
分
県
か
ら
熊
本
県
に
至
る
「
中
央
構

造
線
」
上
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

別
府
か
ら
島
原
の
間
は
地
溝
帯
（
断
層
で

挟
ま
れ
た
谷
）
に
よ
り
九
州
が
北
と
南
に

分
断
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。 

こ
の
地
溝
帯
を
埋
め
た
の
が
阿
蘇
や
霧

島
連
山
の
火
山
噴
出
物
と
考
え
る
の
が

自
然
で
、
だ
と
す
れ
ば
、
噴
火
の
規
模
は

桁
外
れ
に
巨
大
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
も

と
も
と
、
カ
ル
デ
ラ
噴
火
は
山
頂
噴
火
と

は
桁
違
い
の
巨
大
噴
火
と
な
る
。 

 

● 

水
蒸
気
爆
発
と
は 

マ
グ
マ
の
熱
で
地
下
水
な
ど
が
沸
騰
、

水
蒸
気
化
す
る
こ
と
で
体
積
が
一
挙
に

数
千
倍
に
な
る
。
急
激
に
圧
力
が
高
ま
り
、

周
囲
の
岩
石
な
ど
を
巻
き
込
ん
で
爆
発
、

表
面
の
地
層
を
吹
き
飛
ば
す
。 

御
嶽
山
の
噴
火
（
2014
年
）
で
は
、
噴
火

前
に
火
山
性
地
震
が
観
測
さ
れ
、
地
殻
変

動
も
起
き
て
い
た
も
の
の
、
気
象
庁
は
警

戒
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
火
山
性
微
動
が
発
生
し
た
僅
か
十
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数
分
後
に
噴
火
し
た
。
マ
グ
マ
噴
火
に
比

べ
、
予
知
が
難
し
い
よ
う
だ
。 

1888
年
、
裏
磐
梯
（
福
島
県
）
の
水
蒸
気

爆
発
で
は
山
体
が
崩
壊
、
岩
屑
雪
崩
が
河

流
を
堰
き
止
め
、
五
色
沼
湖
沼
群
が
で
き

た
。
ま
た
、
宿
場
町
が
あ
っ
た
こ
と
も
分

か
っ
て
お
り
、
檜
原
湖
辺
り
で
は
現
在
、

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

湖
沼
群
を
ハ
イ
キ
ン
グ
し
た
時
、
安
山

岩
系
の
巨
石
ば
か
り
が
目
に
付
い
た
。
あ

の
よ
う
な
巨
石
が
山
腹
か
ら
飛
び
、
ま
た

は
転
が
っ
て
来
た
と
思
う
と
、
途
方
も
な

い
自
然
の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
る
。 

 

● 

富
士
山
の
噴
火 

富
士
山
は
有
史
以
来
、
数
年
か
ら
400
年

間
隔
で
10

数
回
の
噴
火
記
録
が
残
っ
て

い
る
が
、
宝
永
噴
火(

1707
年)

以
降
、
今
日

ま
で
300
年
以
上
噴
火
し
て
な
い
。
し
か
し
、

20

世
紀
以
降
は
噴
気
や
火
山
性
の
有
感

地
震
が
観
測
さ
れ
て
お
り
、
専
門
家
は

「
マ
グ
マ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
」
と
見
て

い
る
よ
う
だ
。 

富
士
山
の
特
異
性
は
、
過
去
2000
年
以
上
、

頂
上
噴
火
を
起
こ
し
て
お
ら
ず
、
宝
永
噴

火
口
跡
の
よ
う
に
、
山
腹
か
ら
麓
ま
で
多

数
の
マ
グ
マ
噴
き
出
し
痕
跡
が
あ
る
。
山

体
の
何
処
か
ら
噴
火
す
る
か
分
か
ら
な

い
危
険
な
山
だ
。 

山
麓
の
西
湖
、
精
進
湖
や
青
木
ヶ
原
樹

海
な
ど
は
貞
観
噴
火
（
864
年
）
の
痕
跡
と

言
わ
れ
、
あ
の
広
大
な
溶
岩
ヶ
原
を
作
っ

た
よ
う
な
噴
火
が
起
こ
れ
ば
、
被
害
の
範

囲
も
規
模
も
想
像
が
つ
か
な
い
。 

 

● 

火
山
噴
火
に
よ
る
被
害 

高
度
に
発
達
し
た
現
代
、
火
山
噴
火
が

起
こ
れ
ば
溶
岩
噴
火
で
あ
れ
、
水
蒸
気
爆

発
で
あ
れ
、
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。 

先
ず
、
空
振
に
よ
り
広
範
囲
の
建
物
の

ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
。
溶
岩
や
火
砕
流
は
建

物
や
樹
木
な
ど
を
焼
き
尽
く
す
。
火
山
弾

は
頑
丈
な
建
物
さ
え
破
壊
し
、
割
れ
れ
ば

有
毒
ガ
ス
を
発
生
す
る
。 

火
山
灰
は
偏
西
風
に
載
り
遠
方
ま
で

降
り
注
ぐ
が
、
送
電
線
に
積
も
れ
ば
漏
電

や
シ
ョ
ー
ト
で
大
規
模
停
電
を
起
こ
す
。 

住
宅
の
屋
根
や
空
き
地
に
設
置
さ
れ

て
い
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
も
灰
を
被
れ
ば

機
能
し
な
い
。
そ
も
そ
も
太
陽
光
パ
ネ
ル

は
電
柱
や
電
線
程
度
の
陰
さ
え
、
設
備
全

体
の
性
能
が
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
よ
う
だ
。 

そ
し
て
火
山
灰
は
僅
か
な
隙
間
で
も

進
入
す
る
か
ら
家
電
品
、
精
密
機
器
、
電

子
機
器
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
壊
す
の
で
高

気
密
住
宅
で
す
ら
降
灰
前
に
開
口
部
の

目
張
り
は
最
低
限
必
要
だ
ろ
う
。 

こ
ん
な
だ
か
ら
上
下
水
道
（
川
の
汚
染
や

浄
水
処
理
）
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
も
機
能
不
全
に
な
る
は
ず
だ
。 

交
通
に
関
し
、
電
車
は
車
輪
か
ら
線
路

を
通
じ
信
号
通
信
し
て
い
る
た
め
、
僅
か

な
降
灰
で
も
運
行
不
能
に
な
る
。 

車
も
重
い
雪
道
を
走
る
よ
う
で
、
ハ
ン
ド

ル
を
取
ら
れ
滑
る
。
航
空
機
は
エ
ン
ジ
ン

が
灰
を
吸
い
込
め
ば
溶
け
、
壊
れ
る
。 

こ
れ
ら
だ
け
で
も
都
市
機
能
は
数
ケ
月

単
位
で
完
全
麻
痺
す
る
だ
ろ
う
。 

直
接
人
体
へ
の
影
響
だ
が
、
火
山
灰
に

は
石
英
（
ガ
ラ
ス
）
を
含
ん
で
い
る
か
ら

眼
球
に
傷
を
つ
け
る
。
鼻
、
喉
、
気
管
支
、

呼
吸
器
疾
患
、
心
疾
患
な
ど
も
起
こ
す
。 

農
作
物
に
灰
が
降
り
注
げ
ば
収
穫
で

き
ず
、
巨
大
噴
火
と
な
れ
ば
、
地
球
規
模

で
寒
冷
化
が
進
み
、
最
悪
、
食
糧
不
足
か

ら
人
口
減
少
ま
で
起
こ
り
得
る
。 

 
● 
噴
火
予
知 

日
本
国
内
で
は
桜
島
を
筆
頭
に
富
士

山
、
浅
間
山
な
ど
観
測
技
術
が
か
な
り
進

ん
で
い
る
よ
う
で
、
一
部
は
、
地
下
の
マ

グ
マ
だ
ま
り
の
位
置
、
規
模
な
ど
も
掴
み

つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。 

 

● 

火
山
に
よ
る
恩
恵 

火
山
や
断
層
に
伴
う
地
熱
は
温
泉
、
発

電
、
園
芸
、
冷
暖
房
に
も
利
用
で
き
る
。 

た
だ
し
、
日
本
で
は
既
存
温
泉
地
等
の
環

境
変
化
を
恐
れ
、
技
術
が
遅
れ
て
い
る
。 

火
山
に
よ
る
風
光
明
媚
な
地
形
、
景
観

を
観
光
地
化
し
た
と
こ
ろ
も
多
い
。 

別
府
を
旅
行
し
た
時
に
は
噴
気
で
蒸

し
た
肉
や
野
菜
の
美
味
し
さ
に
感
動
、

「
移
住
し
た
い
」
と
思
っ
た
。 

そ
し
て
火
山
灰
に
は
多
く
の
ミ
ネ
ラ

ル
も
含
ん
で
い
る
。
国
内
、
多
く
の
農
地

で
見
ら
れ
る
「
黒
ボ
ク
」
と
言
わ
れ
る
肥

沃
な
土
壌
は
、
火
山
噴
火
に
よ
る
降
灰
と

草
木
が
長
時
間
か
け
て
形
成
し
た
も
の
、

鎌
原
観
音
堂
の
あ
る
嬬
恋
村
は
キ
ャ
ベ

ツ
他
、
高
原
野
菜
の
巨
大
産
地
で
あ
る
。 

 

火
山
噴
火
を
人
類
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
明
日
か
？ 

1000

年
先
に
な
る
か
？ 

い
ず
れ
何
処
か
で

巨
大
噴
火
は
必
ず
起
こ
る
。 

と
こ
ろ
が
地
震
同
様
、
予
知
が
難
し
い
ば

か
り
で
な
く
、
火
山
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
特

徴
が
あ
る
。
近
づ
く
際
に
は
自
治
体
の
ハ
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ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
地
形
や
特
徴
を

確
認
、
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。 

な
お
、
先
人
の
知
恵
が
予
知
、
避
難
に
つ

な
が
っ
た
好
事
例
も
あ
る
。 

2000
年
、
北
海
道
・
洞
爺
湖
畔
の
有
珠
山
噴

火
で
は
。
予
兆
を
捉
え
、
住
民
全
員
が
避

難
、
怪
我
人
す
ら
出
さ
な
か
っ
た
。 

こ
れ
に
は
1944
年
、
麦
畑
だ
っ
た
平
地
が
２

年
を
か
け
隆
起
し
た
昭
和
新
山
の
教
訓

が
生
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ゴ
ツ
ゴ
ツ

荒
々
し
く
赤
い
山
肌
と
水
蒸
気
が
印
象

的
な
山
で
あ
る
が
、
噴
火
の
始
ま
り
が
戦

時
中
だ
っ
た
た
め
、
火
山
の
専
門
家
は
不

在
、
物
資
も
な
い
中
、
教
訓
を
後
世
に
伝

え
よ
う
と
し
た
地
元
住
人
の
執
念
と
、
そ

の
意
思
を
受
け
継
い
だ
子
孫
が
い
た
こ

と
に
よ
る
。 

火
山
噴
火
に
は
「
成
す
術
な
し
」
と
諦

め
る
の
で
は
な
く
、
火
山
と
向
き
合
い
、

上
手
く
利
用
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 

 

□
2022
年
度 研

修
会
日
程
の
お
知
ら
せ 

第
１
回
研
修
会
は
９
月
３
日
（土
）
、
第
２

回
研
修
会
は
11
月
19
日
（土
）、
第
３
回
研

修
会
は
2023
年
２
月
４
日
（
土
）
に
開
催
予
定

で
す
。
い
ず
れ
も
ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
開
催
（
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
）
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

    
  

  
  

  
  

  
  

  
  

    

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

こ
れ
ま
で
多
く
の
自
然
災
害
を
目
に

し
、
被
災
地
に
足
も
運
ん
で
き
た
。
何
処

の
被
災
地
で
も
聞
か
れ
る
同
じ
よ
う
な

言
葉
が
あ
る
。
「
70
年
生
き
て
き
て
災
害

記
憶
が
な
い
」
や
「
ま
さ
か
こ
の
地
方
が

被
災
す
る
な
ん
て
」
等
々
。
多
く
は
マ
ス

コ
ミ
取
材
者
に
よ
る
一
つ
覚
え
の
愚
問

に
答
え
た
も
の
だ
が
、
違
和
感
し
か
な
い
。 

そ
れ
は
46

億
年
と
言
わ
れ
る
地
球
の
歴

史
・
時
間
軸
に
比
べ
れ
ば
人
生
100
年
な
ど

取
る
に
足
ら
な
い
、
ご
く
一
瞬
の
出
来
事

に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。
も
っ
と
簡
単
に
言

う
〝
46

億
年
を
１
年
の
長
さ
に
置
き
換

え
〟
れ
ば
、
12
月
31
日
23
時
59
分
59
秒

は
〝
明
治
時
代
初
期
頃
〟
に
当
た
る
。 

ま
た
日
本
列
島
は
3000

万
年
く
ら
い
前
に

大
陸
か
ら
分
離
し
始
め
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
す
ら
同
様
に
表
現
す
る
と
、

つ
い
２
～
３
日
前
の
出
来
事
な
の
だ
。 

地
球
誕
生
以
来
、
火
山
噴
火
、
巨
大
地

震
、
地
殻
変
動
、
気
象
変
化
な
ど
、
途
方

も
な
く
壮
大
な
ド
ラ
マ
を
繰
り
返
し
、
今

が
あ
る
。
そ
の
記
録
を
人
類
が
目
に
で
き

る
の
は
「
有
史
以
来
」
と
言
わ
れ
る
、
た

か
だ
か
千
数
百
年
程
度
。
つ
ま
り
一
人
の

人
間
の
人
生
経
験
な
ど
数
十
年
に
過
ぎ

ず
、
何
の
参
考
に
も
な
ら
な
い
。 

（
Ｍ
・
Ｓ
） 

  

 

 
□
実
例
欠
陥
建
築
集
・
木
造
編 

次
ペ
ー
ジ
に
、
当
会
の
１０
周
年
記
念
事
業

と
し
て
作
成
し
た
「
実
例
欠
陥
建
築
集
・

木
造
編
」
の
一
部
を
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
（
紙
面
の

都
合
に
よ
る
不
定
期
掲
載
）
。 

  

会の活動にご協力ください 

 

●会員の種類     ●年会費 

正  会  員 --- 24,000円 

消費者正会員 --- 12,000円 

一 般 会 員  ---  6,000円 

団体一般会員 --- 48,000円 

   

※ご入会の際は事務局まで 

ご連絡ください。 

無料電話相談窓口のご案内 

あなたの家は大丈夫ですか？ 

欠陥住宅など、住まいに関する相談・質問がある方は、当会ウェブサイトの 

「相談員名簿」（http://www.kenchiku-gmen.or.jp/sumai110.html） 

に掲載されているお近くの相談員まで、直接アクセスして下さい。 
 

誰に相談すれば良いかわからないなど、不明な点がありましたら、 

 事務局にお問合せいただければ、適当な相談員をご案内します。 

   TEL：0３-６８０５-３７４１ / FAX：0３-６８０５-３７１９ 

   E-mail：jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

file:///C:/Users/taokanote21/AppData/Local/Microsoft/Windows/Temporary%20Internet%20Files/Content.IE5/DSE97RNO/相談員名簿


（ 6）  2022 年（令和４年）8 月 31 日   NPO 法人建築Ｇメンの会  会報「楔」第 232号 

欠陥住宅・欠陥建築で悩む人を救い、住宅検査の技術向上を目指すＮＰＯ建築Ｇメンの会  

  


